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学習済みAIモデルを活用する 

◆AIの利用はエッジデバイスなどさまざまなデバイスに急展開している 

ものづくりの現場で製品検査にAIが導入され、品質向上など大きな影響を与え

ている。当初クラウドで運用していたAIシステムもデータ量の増大がネックにな

り、エッジデバイスへのAI搭載が加速している。従来のAIモデルでは、適用する

システムやサービスごとに求められる計算の精度や消費電力などの性能が異な

り、モデルサイズや演算量、学習用データを使った検証などを人がそれぞれ試行

錯誤しながら時間をかけて設計・開発していた。 

学習済みAIモデルを演算量に応じ使い分けるスケーラブルAIの技術開発や、評

価された学習済みAIモデルを公開するなど、AI開発を支援する動きが出ている。 

 

◆学習済みAIモデルを有効利用し開発効率を上げる技術の開発 

2021年8月20日、東芝と理化学研究所は、学習済みAIモデルの性能をできるだ

け落とさず、演算量が異なるさまざまなシステムに展開することを可能にするス

ケーラブルAIを発表した。システムのAI展開における課題解決が期待される。 

従来、スマートフォンや監視カメラ、無人搬送車（AGV）に人物検出AIシステ

ムを構築する場合には、それぞれAIモデルを開発・学習する必要があった。 

スケーラブルAIは、元となる学習済みのフルサイズの深層ニューラルネット

ワーク（フルサイズDNN）と、それぞれのアプリケーションに応じ演算量を削減

したコンパクトDNNからなる。これ

までのコンパクトDNNは、演算量削

除時に、すべての層で単純に行列

の一部を削除したが、重要な情報

が多い層の行列をできるだけ残す

ことで、近似による誤差を低減さ

せた。また、学習時にそれぞれの

DNNの出力値と正解との差が小さくなるようにフルサイズDNNの重みを更新して調

整することで、あらゆる演算量のモデルでバランスよく学習できる（図.1）。 

図１．スケーラブルAIの概念図 

 
出典：東芝 
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世界的に知られている一般画像の公開データ「ImageNet」を用いた、被写体に

応じてデータを分類するタスクの精度評価によると、フルサイズDNNから演算量

を2分の１、3分の１、4分の１に削減した場合、分類性能の低下率は、従来のス

ケーラブルAIが2.7％、3.9%、 5.0％だったのに対して、新技術ではそれぞれ

1.1％、2.1％、3.3％に抑えることができた。今後ハードウエアに対する最適化

を進め、さまざまな組み込み機器やエッジデバイスへの適用を進める。 

 

◆MLCommonsは機械学習のトレーニング性能の評価結果を公開した 

21年6月30日、MLCommonsは機械学習のトレーニング性能評価MLPref Training 

v1.0の結果を公開した。MLCommonsはGoogle、NVIDIA、IntelなどAIのハードウエ

ア、ソフトウエア、システムに関連する50社によるコンソーシアムで、機械学習

のイノベーションを加速させるため、データベースの管理と開発環境の提供、AI

モデルの品質測定の活動をしている。毎年、機械学習の性能をトレーニングと推

論に分けて、それぞれに計測可能な複数のベンチマーク結果を18年から公開して

いる。今回公開したトレーニングでは、画像分類、物体検出、音声認識、言語モ

デル、レコメンデーションなど8種類の評価基準について、精度、速度、効率の

観点からベンダーの現在の性能を比較できる。また、デーベース生成の方法や

ソースも公開されているため、AI開発者にとって効果的な支援活動となっている。 

今回は13社がベンチマークを実施しており、DELLやNVIDIAのように8項目すべ

ての項目に結果を公開している企業もあれば、特定の項目に絞っている企業もあ

る。過去の結果と比較することで、AIモデルの改善状況の確認や、AI導入時の、

処理速度に見合うシステム性能の目安として活用できる。 

学習済みAIモデル活用で、AIの社会実装が加速することを期待する。【成田誠】 

出典：https://mlcommons.org/en/training-normal-10/ よりARC作成 

https://mlcommons.org/en/training-normal-10/

